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析した際の同位置の冷却速度（解析結果）を示だ
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断熱材熱伝導率 ( D ) については小さいほど，SN 比，
感度ともに大きく，安定して高い温度勾配が得られる結果
となっている．断熱材の熱伝導率が低いということは押し
湯の保温効果が高いことを意味している．押し湯が保温さ
れることで，円柱部から押し湯への指向性を持つことがで
きるため，Þ∵高

湯定
て の 勾配 といては っ，安のきる勾配 湯とと，安のと

き ，円 さ áとを さ 勾 さき安

安度 模 栗 究 度
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ここで，推定とは実験計画法による解析結果から推定さ
れた結果であり，確認とは実際に条件を組み合わせて解析
した結果である．推定と確認の利得の差が 3.0 以内であ
れば，再現性があると にあえI
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